
キャ リ ア教育の推進

背景・ 課題

大学進学時における県内進学率は29.5％(5,069人)と 低く 、 若者層の転出超過の主因と なっ ている。

県内大学の県内出身者の県内就職率は84.2％(約3,200人)であり 、 また、 県内大学の県外出身者のう ち、
80％(2,000人)が県外へ就職し ている。

県内出身者の県外大学進学者のう ち、 県内へのUタ ーン就職率は36.6％である。
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大学進学時(2018.4入学)

県外進学者12,107人

事業の方向性

県内大学生の県内就職率の向上や、 本県産業の人材を確保するため、 大学在籍時における地元企業や産業に対する理解を
深めるキャ リ ア教育を推進する。

【 大学生等県内定着促進事業】 R5新規事業/6,000千円

事業の柱 内 容

県内就職を 考える機会の創出
産学官が一堂に会し 、 県内定着に向けた大学生等のキャ リ ア教育における在り 方を 検討する
場と なる『 キャ リ ア教育検討会議』 を設置

県内大学による取組強化 県内大学等が行う 県内定着促進に向けた取組への支援

県内産業の理解促進 企業体験型授業（ 短期集中単位互換授業） の開設

県内大学就職者約6,300人/8,323人

県外大学就職者
約9,000人/12,107人

(Uタ ーン就職率36.6％)



キャ リ ア教育検討会議の設置 資料１ －２

目 的 主に大学生低学年次のキャ リ ア教育に係る現状及び課題を 共有し 、 今後の在り 方について検討する。

R5活動計画
・ 検討会議において、 大学生等の県内定着に向けた現状及び課題の整理⇒産学官で共通認識化
・ 就業体験を 含むキャ リ ア教育プログラ ムの構築に向けた協議⇒春期休業中の実施を 目指す。
・ その他、 県内定着に向け必要と なる取組についての検討⇒R6移行の事業化を 検討

・ 県内大学生の県内定着に関し 、 産学官全体での共通認識を 形成し 、 協力体制の強化を図る。
・ 県内大学や企業への横展開を見据え、 コ ンソ ーシアム内事業実施委員会へ移行する。
・ 検討会議において構築し た就業体験を含むキャ リ ア教育プログラ ムの単位化を含むパッ ケージを 確立し 、
 大学間での実用化を 目指す。

今後の展開
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就業体験を 含む
キャ リ ア教育プログラ ムの構築

第１ 回 第２ 回 第３ 回

就業体験を 含むキャ リ ア
教育プログラ ムの実施

回次 検討内容

第１ 回 ・ 本県における大学生等の県内定着に向けた現状と 課題

第２ 回
・ 今後必要と なるキャ リ ア教育における取組
・ 就業体験を含むキャ リ ア教育プログラ ム構築に向けた基本方針

第３ 回
・ 就業体験を含むキャ リ ア教育プログラ ムの決定
・ 今後の事業の展開について

※議論の展開によっ ては第４ 回以降の開催の可能性有

R5 R6 R7 R8～

設置
◆

検討会議（ 年３ 回程度開催）
●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  
●

＜教育プロ グラ ム実施＞

▲(春) ▲(春)▲(春) ▲(夏)

＜産学官の連携強化＞
連携企業開拓

コ ンソ ーシアム事業へ移行

・ 教育プログラ ムの単位化
・ 地域なら ではの就業体験を 含むキャ リ ア教育プログ
 ラ ムの実施
・ キャ リ ア教育推進のための実施委員会の立ち上げ 等

＜検討会議＞



  県内の高等教育機関におけるキャ リ ア教育に関する 実態調査 資料２ －１

【 結果概要】
○内容や位置付けは各大学等により 異なるも のの、 正課教育であるかを 問わず、 低学年を対象に将来のキャ リ アや就職を 考えさ せる取
 組を行っ ている大学等が多い。
〇一方で、 取組への参加者は少なく 、 自身のキャ リ アに対する意識が希薄である低学年が多い。
○「 就業体験を含むキャ リ ア教育プログラ ム」 について、 現時点では単位認定が難し いと する大学等が多く 、 今後の課題である。

【 調査概要】
 ・ 調査機関： （ 公社） ふじ のく に地域・ 大学コ ンソ ーシアム
 ・ 調査手法： 調査票（ 電子データ ） の送付 ・ 調査期間： 令和５ 年６ 月１ 日～27日 

 ・ 調査対象： 県内高等教育機関のう ち、 社会人向け大学院大学等を除いた17機関
 ・ 回答数： 17機関 ※本調査における低学年は、 大学１ ・ ２ 年、 短大１ 年、 修士１ 年、 高専４ 年を、 高学年は、 大学３ ・ ４ 年、 短大２ 年、 修士２ 年、 高専５ 年を示す。

【 主な設問と 結果（ 抜粋） 】

＜低学年を 対象と し たキャ リ ア教育について＞
➀正課教育における活動・ 取組状況
 ・ 自分のキャ リ ア形成を具体的に考え、 職業興味や適性を 含む自己分
  析等を学ぶ「 キャ リ ア形成論」 を 実施
 ・ 「 キャ リ アデザイ ン」 の科目を 年次別に開講
 ・ 将来のキャ リ アを 考える 機会を 創出する 科目を 開講
 ・ 県内事業所を 招いた業界研究や社会人イ ンタ ビ ュ ー等を 行う 科目を
  開講
 ・ 地域の中で将来どのよ う な役割を 果たし ていける かイ メ ージする 内
  容の科目を 開講 

➁正規外教育における活動・ 取組状況
 ・ ２ 年次を 対象と し た、 イ ン タ ーン シッ プ等の参加を 促す講演
 ・ 市の補助金授業や商工会議所有志団体による 学生と 企業のワーク
  ショ ッ プ
 ・ 「 低学年向けキャ リ ア支援セミ ナー」 の開催
 ・ 外部団体が開催する低学年向けイ ベン ト の紹介 
 ・ キャ リ アデザイ ン がテーマの映像コ ン テンツ の作成・ 提供
                            

➂課題に感じ ているこ と
 ・ 低学年の参加も 認めている が、 参加者が少ない。 （ ４ ）
 ・ 取組内容の企画に苦慮し ている 。 （ ３ ）
 ・ 就職活動の早期化が煽ら れている 。
 ・ 将来のあり たい姿が明確であれば、 低学年のう ち から 取り 組むべき
  こ と を 主体的に行える が、 そのプラ ン ニン グができ る ほど、 自己理
  解や仕事理解ができ ていない。
                     

＜就業体験を 含むキャ リ ア教育プログラ ムを実施し た場合、 現時
 点で単位認定を行う こ と は可能か＞
 対応可能⇒４ 校
 現時点では困難⇒13校
 ・ 覚書締結し た企業以外には単位認定し ていない。
 ・ イ ン タ ーン シッ プ科目は３ 年生を 対象と し ており 、 対象学年の拡
  大には学則変更と 、 教員の調整も 必要。
 ・ 看護師保健師国家試験に対応し た教育課程のため、 どの授業科目
  に対応さ せる かの教育課程の検討が必要になる 。
                      



学生向けキャリア教育に関するアンケート調査 資料２ －２

【 結果概要】
○企業がタ イ プ１ （ オープンカ ンパニー） や２ （ キャ リ ア教育） を 実施し た場合、 低学年においては「 具体的な実務体験」 又は「 就活
 に役立つ内容」 を含む内容を、 高学年においては「 具体的な実務体験」 に加え「 企業と 直接話せる機会」 を 含む内容であれば参加し
 たいと 回答する学生が多かっ た。
○期待するイ ンタ ーンシッ プやキャ リ ア教育について、 低学年においては具体的な記述が少なく 、 認識が乏し い状況であるこ と が推測
 さ れる。 一方で、 高学年においては、 「 具体的な実務体験」 の他に「 就活に役立つ内容」 と 回答する学生も 多く 、 自身の経験も 踏ま
 えて、 就活に関し てより 具体的な内容を期待する意見が見ら れた。
○「 『 単位が付与さ れれば』 参加し たい」 と 回答する学生が圧倒的に多く 、 単位取得を 重視する傾向が見ら れる。

【 調査概要】
 ・ 調査機関： （ 公社） ふじ のく に地域・ 大学コ ンソ ーシアム ・ 調査手法： Google フ ォ ーム  
 ・ 調査期間： 令和５ 年６ 月１ 日～27日 ・ 調査対象： 県内高等教育機関の学生
 ・ 回答者数： 314人（ 低学年34人、 高学年280人） ※低学年： 大学１ ・ ２ 年、 短大１ 年、 修士１ 年、 高専４ 年 高学年： 大学３ ・ ４ 年、 短大２ 年、 修士２ 年、 高専５ 年

【 主な設問と 結果（ 抜粋） 】

＜低学年＞
○タ イ プ１ （ オープンカ ンパニー） や２ （ キャ リ ア教育） を 企業

 が実施し た場合、 参加し たい思う 内容
・ 具体的な実務体験（ ４ ）
・ 就活に役立つ内容（ マナー、 知識等） （ ４ ）  
・ 企業と 直接話せる 機会（ 質問ができ る ） （ ４ ）  
・ 企業説明（ 特色）
・ 社内の雰囲気を 知れる よ う な内容 

○含まれていたら 嬉し いと 思う イ ンタ ーンシッ プやキャ リ ア教育
・ 具体的な実務体験（ ３ ）
・ 就活に役立つ内容（ 社会人と し て必要なスキルや能力等）
・ 実際に働く 現場の人の雰囲気がわかる
・ 少し 給料がも ら える         
・ 会社員の方と 話せる 機会 
 

○タ イ プ１ （ オープンカ ンパニー） や２ （ キャ リ ア教育） を 企業が
 実施し た場合参加し たいか
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＜高学年＞
○低学年を振り 返っ て、 タ イ プ１ （ オープンカ ンパニー） や２
（ キャ リ ア教育） を企業が実施し た場合、 参加し たいと 思う 内容
・ 具体的な実務体験（ 11）  
・ 就活に役立つ内容（ 社会人の心構え等） （ ５ ）
・ 企業と 直接話せる 機会（ 社員から のアド バイ ス、 満足度把握等） （ ７ ）
・ 企業説明（ 部署の役割、 業務内容等） （ ５ ）
・ 自分の興味のある 分野や学んでいる 学問に関連がある 内容（ ７ ）  
   

○含まれていたら 嬉し いと 思う イ ンタ ーンシッ プやキャ リ ア教育
・ 具体的な実務体験（ 10）  
・ 就活に役立つ内容（ 就活や面接等における 重要点等） （ ７ ）
・ 企業の業務内容や勤務風景について知る こ と ができ る （ ６ ）  
・ 自分の興味のある 分野や目指し ている 業種に関連する 内容（ ６ ）
・ 気軽に参加でき る 内容（ ５ ）  ・ 話だけでなく 体験型、 実践型の内容（ ４ ）  
  

○低学年を振り 返っ て、 タ イ プ１ （ オープンカ ンパニー） や２
（ キャ リ ア教育） を企業が実施し た場合参加し たいか

■ぜひ参加し たい
■でき れば参加し たい
■どち ら でも よい
■参加し たく ない
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